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【手続補正書】
【提出日】平成29年7月25日(2017.7.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　円筒容器１２には、ヘリウム含有率５ｐｐｍ、アルゴン含有率１％の空気２０が充填さ
れている。毛管１８からの漏洩速度は、１０-6ｍｂａｒ・ｌ／ｓとなる。空気の湿度は、
約４０％である。
　この構成により漏洩試験器１０における有効ガス流量は、ヘリウムに対して１×１０-6

ｍｂａｒ・ｌ／ｓ・５ｐｐｍ＝５×１０-12ｍｂａｒ・ｌ／ｓ、アルゴンに対して１×１
０-6ｍｂａｒ・ｌ／ｓ・１％＝１×１０-8ｍｂａｒ・ｌ／ｓとなる。
　なお、本発明は、実施の態様として以下の内容を含む。
〔態様１〕
　気体の充填された容器（１２）と、容器壁を貫通する毛管（１８）とを備え、該気体中
の空気（２０）の含有率が少なくとも１０％である、漏洩試験器（１０）。
〔態様２〕
　態様１に記載の漏洩試験器（１０）において、毛管（１８）からの漏洩速度が最大で１
０-6ｍｂａｒ・ｌ／ｓである、漏洩試験器（１０）。
〔態様３〕
　態様１または２に記載の漏洩試験器（１０）において、前記空気（２０）が５０％未満
、好ましくは４０％未満の相対湿度を有する、漏洩試験器（１０）。
〔態様４〕
　態様１～３のいずれか一態様に記載の漏洩試験器（１０）において、空気（２０）中の
ヘリウム含有率が３～７ｐｐｍ、好ましくは約４．５～約５．５ｐｐｍである、漏洩試験
器（１０）。
〔態様５〕
　態様１～４のいずれか一態様に記載の漏洩試験器（１０）において、空気（２０）中の
アルゴン含有率が約０．５％～約２％、好ましくは約０．８％～約１．２％である、漏洩
試験器（１０）。
〔態様６〕
　態様１～５のいずれか一態様に記載の漏洩試験器（１０）において、前記容器（１２）
が着脱自在の端部キャップ（１６）を備えた円筒形容器（１２）であり、前記毛管（１８
）が該キャップを貫通して案内されている、漏洩試験器（１０）。
〔態様７〕



(2) JP 2016-528509 A5 2017.9.7

　態様６に記載の漏洩試験器（１０）において、前記円筒（１２）がガラス製である漏洩
試験器（１０）。
〔態様８〕
　態様６または７に記載の漏洩試験器（１０）において、前記キャップ（１６）が金属製
である漏洩試験器（１０）。
〔態様９〕
　態様６から８のいずれか一態様に記載の漏洩試験器（１０）において、前記容器（１２
）が５ｃｍ以下、好ましくは約４ｃｍの長さと、１ｃｍ以下、好ましくは約０．８ｃｍの
直径を有する、漏洩試験器（１０）。
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